
 

 

 

 

 

 

 

 

劣等感があったって 

社⻑になれる 
〜⼈⽣は、災い転じて福となる〜 
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初めまして。 

私は、前川雅博と申します。 

⽇本では、中⼩企業の倒産率は１０年で９０％以上とも言われていますが、 

おかげさまで私は、試⾏錯誤を繰り返しながらも１５年間（２０１７年現在）

経営者としてやらせていただいております。 

 
 

私の会社は、「そうじ道場」という愛称でハウスクリーニング業務を中心に 

して業務を⾏ってきました。その他、独⽴⽀援のフランチャイズ業、 

そうじの心と技術を伝える社員教育事業、講演活動、セミナー活動、 

環境整備のコンサル事業などを⾏っています。 

 
 

そうじ道場として、今までテレビ出演も多数ありました。 

（「ぶらり途中下⾞の旅」「ズームインスーパー」その他深夜番組など） 

たった６分の出演時間でありながら２億円以上の売上げに繋がりました。    

 
 

私のそうじ哲学を一般化した書籍 

「たった３日で願いがかなう そうじの習慣」 前川雅博 著 

も出版することができました。 

 
Copyright©2017 maekawa. All Rights Reserved 



今まで多くの素⼈の⽅をそうじ一本で⾷べていけるように独⽴⽀援も 

してまいりました。 

そうじ道場から、のれん分けして独⽴した元社員たちはそれぞれ 

⽉収１００万〜５００万を安定的に稼ぎだしています。 

 
 

そうじ道場の元社員の一⼈は、そうじブームの先駆けとなった 

「そうじ⼒」本シリーズで累計３００万部以上を売り上げる売れっ子 

作家にもなりました。 

 
 

そんなことを今までやってきたわけでありますが、私は自分自身の目指す 

成功というのは必ずしも大きな会社をつくるとか、ものすごい業績を上げる 

とかいうところだけに重きをおいていません。 

 
 

では、どんなことに関心を持ち生きているのか？といえば 

会社を経営していく中で、又は⼈生を生きていく上で⼈間とは一体 

なんなのだろう？⼈が持っている可能性はどこまで無限なのか？ 

この世界に張り巡らされている法則とは一体どうなっているのだろう？ 

 
 
 

Copyright©2017 maekawa. All Rights Reserved 



そんなことを考えながら会社経営をやったり、新しい事業に取り組んだり 

しています。 

 
 

私は、そんな自分を求道者（ぐどうしゃ）だと思っています。    

    
    

求道者とは、仏教的な意味でいうと真理を求めて道を歩む者。または一切を 

捨て去ってでも道を究めようとする者という⼈のことです。 

 
 

私が過去の歴史に生きていたらきっと武者修⾏の旅にでたサムライだった 

かもしれません。はたまたヒマラヤの⼭奥で修⾏する僧侶だったかも 

しれません。 

 
 

しかし今の現代の⽇本に生まれ育った私はそうじの会社の社⻑になりました。 

幼い頃から数々の劣等感を持ち、その都度それを克服し、乗り越えてきた 

⼈生ドラマの中で私は２つの道に出会いました。 

 
 

それが「そうじの道」と「しゃべりの道」です。 
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私がセミナーや講演などを通じて貫いている姿勢は 

「そうじを通し⼰の⼼を⾒つめ、しゃべりを通じて多くの⼈々の⼼を開放する」    

ということです。 

 
 

実は、私はここまで来るまでの⼈生、まったくの劣等感のかたまりで 

誰も私が経営者になることも掃除を究めることも⼈前で講演をするような 

⼈間になるなんて想像もできなかったと思うんです。 

 
 

そんな劣等感のかたまりだった私がいかにしてそれを乗り越え、 

「そうじの道」と「しゃべりの道」を究める道を歩むことになったのか？ 

会社経営者として⼗数年この⽇本で勝ち抜くことができたのか？ 

そのエッセンスをこのレポートにまとめました。 

 
 

このレポートは、実際に劣等感を抱き悩んでいる⽅、自分に自信がない⽅、 

これから独⽴していこうと思っている⽅、⼈⽣の進路に迷っている⽅、    

そういった⽅々に希望をもたらし、きっと何かヒントになることがあると 

思います。そんな期待を胸に読み進めていってみてください。 
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〜少年時代〜 

あらゆる劣等感を取り揃えた    

劣等感の総合商社時代    
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昭和のある春、桜が舞い新年度が始まる頃、東京の大⽥区の朝 

マエカワ少年は身の丈には大きすぎるランドセルを背負い緊張した 

面持ちで学校に向けて歩き始めた。 

 
 

その後ろ姿は、まさに⾒事な三等身。⼩学生にしては巨大な頭部、 

その下に大きなランドセル、そして頼りない二本のひょろい足。 

 
 

⺟親は心配そうにこう呟いた。 

「あの子、ちゃんと学校まで⾏けるのかなあ？しかし、なんであんなに 

体がちっちゃいのに頭が大きく生まれちゃったんだろうか？」 

 
 

そうだったのです。 

 
 

マエカワ少年は、⼩学校に⾏くまでは他の子供と自分をあまり⽐較する 

ことがなかったためそれほど劣等感というものを持つことがなかったのに 

⼩学生になってから次々に襲い来る劣等感との戦いが始まることを 

この時はまだ知る由もなかったのです。 
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最初は、やはりそこだった。 

 
 

「マエカワ〜、お前の帽⼦なんでこんなにデカイのー？    

ワアー、こいつ頭でっかちだあー！！」    

 
 

そうだったのです。当時子供の頭はせいぜいが５２〜５３センチくらい。 

ところがすでにマエカワ少年の頭は５６センチに達しており学年一の 

大きさを誇っていたのでした。 

 
 

今思えばたかが数センチの違いですよ。地球の上空からみればまったく 

わからないレベルの差です。ところが子供社会では、これは大スクープ 

であり、たちまち私は「デコッパチ」というあだ名が確定しました。 

 
 

なぜ？僕は、こんなに頭が大きいのだろう？なんでデコが広いんだろう？ 

それまでは自分のおでこが⼈と⽐べて広いとか出ているとか考えも 

しなかったけれど、自分のおでこがこのまま大⼈になるにつれ益々 

大きくなって、しまいには頭の大きさが全周１メートルにもなってしまう 

のではないかと恐怖観念を抱くようになっていったのでした。 
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マエカワ少年の苦悩はまずは自分の身体に対する劣等感から始まったの 

でした。 

 
 

毎⽇学校に⾏くたびにクラスのガキ大将のＭ君に帽子を剥ぎ取られ、 

その帽子がいかにデカイか？ということを⾒せつけられる⽇が続きました。 

Ｍ君は、私の帽子を奪うとクラスの他の子の頭に次々と私の帽子をかぶらせて 

いきました。 

「はい、みなさ〜ん、これはマエカワの帽⼦でーす。    

はい、ブカブカです。はい、こちらもブカブカです。アハハハハハハ。    

コイツの頭はホントでかいなあ」    

 

私は、男子の前でならまだしも⼥子の前で恥をかかされるのが本当に 

イヤでイヤでしかたありませんでした。 

何か男としての得体のしれないプライドみたいなものがあったのだと 

思います。しかし、⼩心者だった私はＭ君に⻭向かうことも出来ず、 

いつもすごく惨めな自分を悔しく思いながら我慢するしかありませんでした。 

しかし、私は内心はらわたが煮えくり返っていても泣くわけでもなく追いかけ

回すわけでもなかったのでＭ君のこのイタズラは、ありがたいことにそう⻑く

は続きませんでした。これがせめてもの救いでした。 
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しかし私の心の中に明らかに「自分は頭がデカくて恥ずかしい」という傷を 

負うことになったのでした。 

 
 

身体的な劣等感は、さらに追い打ちをかけてその後やってきました。 

今度は、頭の大きさではなく身体の細さでした。 

私は、⺟親と一緒に歩いていて他のお⺟さんと⽴ち話とかになる度に 

すごく気になっていた⺟親が話すあるフレーズがありました。それは 

 

「この⼦は、本当ガリガリでモヤシっ⼦みたいでねえ」    

    

その言葉を聞くたびに自分の身体がヒョロヒョロでガリガリで頼りない 

姿であることに物凄い腹⽴たしいものを感じていました。 

 

「なんで僕は、こんなに頭が大きいのに身体が細いんだよ。    

なんでこんな風に⽣まれちゃったんだろう。もっと頭が小さくて    

 身体が大きくて体⼒があって強かったらよかったのにホント    

やんなっちゃうよ」    

そんなことを毎⽇毎⽇考えていました。 

⼩学生の自分には解決したくても解決の糸⼝が⾒えない問題に苛⽴ちを 

持ちながら毎⽇憂鬱な気持ちで学校に通う⽇々が続きました。 
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マエカワ少年は、子供心に自分の頭を⼩さくすることは考えても無駄だという

ことは感じていました。なのでそこはあきらめて体を鍛えて大きくしようと 

考えました。そうすれば相対的に頭の大きさも目⽴たなくなるはずだと思った

のです。 

 

考えつくことは腕⽴て伏せと腹筋運動でした。とにかくこれをたくさんできる 

ようになれば映画に出てくる筋肉俳優のようにすごい身体になれるんだと 

信じて毎⽇やり続けました。 

 
 

「ガリガリ・痩せている・ヒョロヒョロ・モヤシっ⼦」    

こういう表現で自分のことを言われるたびに 

「くっそー。今に⾒ていろよ。もうすぐ、最強の男になれるんだ」    

と信じてトレーニングに励んだのでした。    

 
 

では勉強はどうだったのでしょうか。 

ある理科の授業中のことです。１０分くらいの理科のテレビ番組を観ました。

テレビで観た内容の感想を書いて提出します。先生は 

「さあ、今⽇はどんな内容のテレビでしたか？書けたらもってきなさい」 

と言いました。 
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マエカワ少年は、みんな何で悩んでるんだろう？みんなはバカなのかな？ 

こんな簡単なのにと思い、さっさとノートに書いて先生にクラスで一番に 

出しました。 

 
 

ノートには、一⾏このように書いてありました。 

「きょうは、りかのテレビをみました。」    

 
 

先生は、困った顔をして何かを必死に私に説明していましたが、 

私は一体何を言っているのか？さっぱり分からずとりあえずウンウンと 

うなづいていたのでした。 

 
 
 

授業中にテレビを観て感想を提出する時は、毎回同じでした。 

 
 

「きょうは、りかのテレビをみました」    

「きょうは、しゃかいのテレビをみました」    

「きょうは、どうとくのテレビをみました」    
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先生は、毎回一生懸命マエカワ少年に感想を書くんだよって教えてくれて 

いましたが、私にはこれ以上何か書く事あるの？という気持ちで 

それが間違っているという認識すらありませんでした。 

 

そして隣りの席の子のノートをちらっと⾒てみるとノートにぎっしり 

書いています。反対側の子のノートもいっぱい字が書いてあります。 

 

私は内心こんな風に思いました。 

「何をそんなに書く事があるんだろう？みんないったい何を書いているん    

だろう？自分はなぜ？ノートいっぱいに書けないんだろう？    

このみんなとの違いは何なんだろう？」    

とすごく心配になったのですが、そのこともクラスメイトに相談もできず 

自分の心の中で 

「なんでだ。なんでだ。なんで自分は⼀⾏しか書けないんだ。自分は、正しい

ことを書いているはずなのになんで先⽣は納得しないんだろう」    

という疑問を持ったまま時間が進んでいきました。 

 
 

当時は先生の言っている意味をほとんど理解できず先生から⾒たらきっと 

どう話せば理解してもらえるのか？と大変だったと思います。 
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その他にも体育で短距離を⾛ってもいつも３着、⽔泳も浮かぶどころか 

バタ足も進まない、何をやってもパッとしない子でした。 

自分でも他の子とくらべて自分は劣っていることは重々承知していました。 

しかしその当時は努⼒をすれば自分がよくなっていくということが分からず、 

思いついて実⾏していたのは腕⽴てと腹筋くらい。 

ただただ悔しい気持ちを持ちながら大⼈しく生きるという選択しかありませ

んでした。当然両親もまさか自分の子がこんなことを考えて苦しんでいるとは 

夢にも思わなかったでしょう。 

 
 

このようにマエカワ少年の⼩学校時代は、身体的劣等感・体⼒的劣等感・    

学習能⼒劣等感あらゆる分野の劣等感を持ちながら送った少年時代でした。 

しかしマエカワ少年は、自分は⼈より劣っているという事は認識している 

ものの何故か妙に落ち着いているところがあり、深いところで自分自身に 

絶対的な自信のようなものを持っていたことも確かでした。 

 
 

そんな劣等生だったマエカワ少年は、普段は発言もできず、ほとんどクラスで

も目⽴たない存在でした。しかしその私でも１学期に１回で年に３回だけ訪れ

る輝ける⽇がありました。 
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それはクラス別に⾏う「お楽しみ会」でした。 

 

お楽しみ会は全員の机を教室の後ろに並べて舞台をつくり、その舞台で 

２〜３⼈のグループがそれぞれ出し物をやるというものでした。 

 

歌をうたう者もいれば、楽器をやる者もいる。手品や一発芸もいる。 

 

マエカワ少年は、いつもお笑いをやりました。 

相⽅の友達とともに自前のコントをやりました。 

 
 

普段は、クラスでもその存在すら忘れられるくらいの影の薄さのマエカワ少年

もなぜか？舞台に上がると観る者を完全に掌握するようなオーラを身にまと

うのでした。 

 
 

これは非常に不思議なことなんですが、なぜ？普段は授業中なども先生に 

指名されて教科書を読むことさえ緊張してしまう私がお楽しみ会の舞台に 

あがることは何の緊張も感じずむしろ今までクラスメイトに⾒せたことも 

ないような自分を発揮できたのでした。おそらくこの時ばかりはみんなを 

喜ばせることに全⼒で集中することができていたからだったと思います。 
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コントはすべて私が発案しシナリオをつくり、相⽅がボケで私が突っ込みで 

した。 

 

相⽅「あれー大変だー、お前の家にゴリラがいるよー。」 

私「あれは、うちの⺟ちゃんだよ」    場内大爆笑 

 

相⽅「あれー、夜にお前んちの前にライトが光ってるよ」 

私「あれは、うちのジイちゃんのハゲ頭だよ」  場内大爆笑 

 
 

今思えばどうってことのないバカバカしい内容でしたが、当時真剣に練習して 

挑んだ本番は他のどんな出し物を押しのけてクラスの全員を笑いの渦に巻き

込み最高の絶賛を浴びたのでした。 

 
 

マエカワ少年は、舞台の上では本当に活き活きとして輝いていました。 

そして自分のコントがスべるはずはないという絶対的自信をなぜか持って 

いました。その時だけは、頭がデカイことも身体がガリガリなことも 

勉強がよくわからない自分もなく、魚がスイスイ泳ぐような、鳥が自由に 

羽ばたくようなエネルギー全開の気持ちのいい瞬間を味わうことが 

できました。 
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しかし、一旦舞台を降りて終わって元に戻るとまた大⼈しいマエカワ少年に 

戻るという意味不明なところがありました。 

 
 

普通は、一躍ヒーローとなってその余韻を楽しむとか勢いにのってクラスの 

⼈気者として君臨するという手もあると思うのですが、私の場合は舞台の上の 

自分と普段の自分は別ものという意識がありました。 

私も変わった⼈間なんでしょうが、舞台の上にいるときやコントをつくってい

る時は劣等意識がほぼ微塵も存在していませんでした。 

 
 

しかしまた普段の学校生活になるといつもの自信のない劣等感に苛まれる 

ガリガリ少年に戻っていくのでした。 

 
 

今でいうと多重⼈格とまでは言わなくても、あきらかに自分自身の中に 

２つの相対する意識がありました。それは劣等意識とそれと対極の劣等意識を

上回る何か得体の知れない確信に満ちた自分があるような感覚でした。 
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マエカワ少年は、自分自身がわかりませんでした。いつもは何をするにも 

自信がなく⼈前で発言もできないダメな自分なのに、なぜ舞台に上がって 

⼈を笑わそうとするとこんなにも自信があり、必ずみんなが笑い転げると 

いう確信があり、それをなんの躊躇もなくやることができるのだろう？ 

しかし、それにしてもこの開放感はなんなのだろう？ 

普段閉じこもっていた自分が⽔を得たようにエネルギーが開放される。 

 

これが私と劣等感の共存共栄の歴史のはじまりでした。 

 
 

しかし相変わらず腕⽴て伏せと腹筋を続けていたマエカワ少年は、そのかい 

あってかその後、劣等意識の課題だった⽔泳は、とにかく毎⽇ 

夏休みの補講で練習しているうちに⼈並みに泳げるようになった末、 

高学年の頃には平泳ぎでは学年では１位、大⽥区内では２位の実⼒に 

なっていました。 

 
 

陸上の短距離⾛も毎⽇近所の友達と商店街から町内を１週するリレーごっこ

をしたり、近くのお寺さんまでの数キロをマラソンごっこなどをしているうち

にみるみる速くなり３着以上になったことがなかった私は高学年になった頃

には１着以外考えられないくらい速くなっていました。 
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そして頭の大きさは、高学年の頃には５９センチにまで発育しましたが、 

どうやらそこで止まり安心しました。 

 
 

腕⽴て伏せと腹筋などを繰り返し、⽜乳や⾖腐や卵などを⾷べて頑張りました。

おかげで腕相撲ではほとんど負けることがないくらい腕⼒がつき、体育の時間

も一通りのことは⼈並みにはできるようになっていったのでした。 

 
 

勉強の⽅は、高学年になった頃はさすがに先生が何を言っているのかは 

理解ができましたし、テストの点数も標準よりはちょっといいくらいには 

なったので自分の中ではこれで良しみたいな感じがありました。 

 
 

私の場合は、とにかくみんなについて⾏こうと頑張った感があります。 

周りのみんなのペースになんとかついていこうとやってみて身近なちょっと

先をいっている友達を目標に目指してやっていました。 

するとやっているうちにコツのようなものがわかってきて気が付くと目指し

ていた友達より上をいき始める。さらに上手くできるようになるとテンション

があがり追求したくなる。そして目標を持って取り組んでいるうちに分野に 

よっては⼈並み以上にできるようになっている自分がありました。 
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⼩学生活の終わりごろには、いろいろ細かい劣等感は常に持ってはいたものの、 

「自分はやればできる男だ」というようなセルフイメージが形成されて 

いったのも確かでした。 

 
 

今思えば私は幼少の頃よりかなりボーッとした鈍感な子だったので他の子 

より何かができない自分とか劣っている自分というのを⾒せつけられる 

までは自分のことが全く気にならないようなところがありました。 

 
 

それゆえに劣等感を抱けたことで、何に取り組めばよいかがわかり、 

取り組みはじめるとしばらくして要領を掴んだ頃には 

すっかり劣等意識はどこかに⾏ってしまいさらにその分野を追求しようと 

いうような流れに変わっていくというプロセスがあったなあと感じます。 

 

 

そういった意味でも劣等感は私にとっては私の向かうべき⽅向を⽰し    

進まざるをえない強制⼒を発揮させる仕組みのように思えるのでした。 
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赤面・手の震え・いよいよ対⼈恐怖症    
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その後の中学・高校時代は、勉強もボチボチ、運動はまあまあという感じで 

⼩さい頃よりはネガティブな気持ちにならないですんだ⼈生の中では 

お気楽な期間でした。 

 
 

しかし⻘年になり成⼈式を終えたあたりから、マエカワ⻘年と次なる劣等感 

との戦いの⽕蓋が切られることになるとは本⼈が一番思いもしませんでした。 

 
 

私は、その頃銀座のコーヒーショップで接客業をして働いていました。 

その頃は、本来もっていたユーモアのセンスと⼈懐っこい笑顔がウリで 

コーヒーショップの看板ボーイとしてブイブイ言わせていました。 

そして先輩達からは「お調⼦者」と思われ可愛がられていました。 

 
 

つまりマエカワ⻘年は、その心の奥にある劣等感が表にでていなかった 

ために調子に乗ったいい時代を過ごしていたわけです。 

 
 

そんな平穏無事なある⽇、先輩がこう言いました。 

「いつも来るあの⼦、きっとお前のこと好きだぞ」    
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「えっ？」    

マエカワ⻘年は、それまで毎⽇お客さんとして来ていたにも関わらずその彼⼥

のことをまったく意識していませんでした。 

 
 

その時にふっとマエカワ⻘年の中に古い記憶が甦りました。 

⼩学校の時、あの子もあの子もあの子もあの子も実は結構マエカワ少年は 

モテていたのです。そして中学校の時もあの子もあの子もあの子も 

何⼈もの⼥の子がマエカワ少年のことを好きだったのです。 

 
 

それはいつもそうでした。マエカワ少年は完全に恋愛に鈍感だったのです。 

つまり⼥の子が自分を好きなことがまったくわからずにいたのです。 

そしていつも誰かがその子が私のことを好きなんだよと教えてくれた時から 

それまであんなに仲良くはしゃいでふざけていたのに、気持ちを知ってしまう

と体が硬直し、声が出せず顔が真っ赤になり、緊張のかたまりになって 

しまい結局、恋愛もへったくれもなくなってしまうのでした。 
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意識が異常値まで過剰反応してしまうのでした。そんな自分に⻘年になった 

マエカワは劣等感をもっていました。 

 

「もっとスマートにかっこよく⼥の⼦に接することができたらいいのになあ。    

あの頃、自分がもっと⼥の⼦が苦手じゃなかったらよかったのになあ」    

 

そして忘れていた古い記憶が⻘年時代にまたそれはやってきたのでした。 

 

先輩にその彼⼥のことを聞いて以来、マズイマズイと思えば思うほど 

彼⼥が来店して私が接客すると赤面してしまい、手が震えだし、 

声がうわずってしまうようになりました。 

 

「マズイ、ばれる、緊張してるのがバレたら恥ずかしい。    

震えるな、震えるな、なんなんだ、この手の震えは。    

冷静に声を出せ。大丈夫だ。落ち着け。ゆっくり注文を聞けばいいんだ」    

 

毎⽇彼⼥が来店するたびに心の中で言葉を唱えて自分を落ち着かせようと 

していました。しかしお皿の上にのせたコーヒーカップを差し出す手は 

まるで震度４の地震でも起こっているかのようにカタカタカタカタ 

と⼩刻みに震えて、しまいにはコーヒーがこぼれ落ちもう一度⼊れ直す 

ことが度々起こりました。私は毎⽇どんどん最悪な気分に陥っていきました。 
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赤面・手の震え・声のうわずりは⽇に⽇にひどくなり、しまいには彼⼥の同僚

の⼥性達に対しても同じことが起こるようになりました。 

 
 

「なんなんだよ、オレは。なんでいつもこうなるんだよ。    

もっと図太い神経に⽣まれるべきだった。いいよなあ。⼥の⼦と    

うまくやれる⼈は。なんでオレは、こんな目に合わなきいけないんだよ。」    

    
    

こんな気持ちが毎⽇ぐるぐるしながら渦巻きながら出勤するのはだんだん 

苦痛になっていきました。 

 
 

しかし、私の場合は、ありがたいことにすべての⼈に対して対⼈恐怖になるわ

けではなかったのでよかったですが、⽇に⽇に対象者が彼⼥を中心として 

広がっていたのは確かでした。 

 

そしてあとから知ったのですが先輩は冗談で私をからかうつもりで言った 

らしく実は彼⼥は私のことを好きなわけでもなかったらしいのです。 

しかしもうこちらはそんなわけにはいけません。対⼈恐怖症街道まっしぐら 

でした。 
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マエカワ⻘年は、彼⼥が来店するたびに極度の緊張を抑えるために、 

ものすごい精神⼒で深呼吸をし、意識を丹⽥に落とすことで赤面する⾎の気を

体の下の⽅に降ろそうと努⼒しました。 

そして彼⼥が目の前にいるにも関わらずあたかも気にもしていない素振りで

無念無想を心がけ接客を続けていました。私の中では彼⼥と彼⼥の同僚たちが 

訪れる午後３時〜４時までの時間は毎⽇が寿命を縮めていっているような 

ストレスを抱える時間になっていました。 

もうミゾウチのあたりがグーっと押さえつけられるような圧迫感を感じ 

ストレス指数は最大値になっていました。そしてその時間は先輩達が休憩に 

⼊ることが多くどうしても私が接客するハメになるのでした。 

 
 

私は、彼⼥が店の前に来るのを⾒つけると他の⼈に接客してもらおうと 

ちょっと裏に逃げ込んだりしていたのですが、結局そういう時にかぎって 

店頭に戻ってみると彼⼥を待たせた挙句に私が接客することになって 

しまったりと余計ドツボにはまる結果に自分を追い込んだりしていました。 
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マエカワ⻘年は悩んだあげく思いました。 

 
 

「なんで好きでもないあの⼦にこんな状況になるんだろう？しかも    

あの⼦だってオレのこと好きじゃないのに。絶対変だよ。これって。    

こんなことがこのあとも続いていくんだとしたら、私はホントに嫌だ。    

これも私の顔に目がついていていろいろ世界を⾒てしまったり、彼⼥の顔を    

認識してしまうから自意識過剰になってしまうんだ。    

いっそのことこの目を潰してしまえばこの苦しみから逃れられるんじゃない

だろうか？」    

 

今考えると⾺⿅なことを考えていたなあと思いますが、当時は本気でそう 

思うほどこの苦痛から逃れるのに必死な思いだったのです。 

 
 

そうこうしている間に対⼈恐怖症の波はどんどん広がり、すでにこの頃には、

マエカワは⼈前で自己紹介もできず、初対面の⼈と話そうとすると声が震え 

喋れなくなってしまうという症状に陥っていました。 

接客業を続けられるのも時間の問題のように感じはじめていました。 
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そんなある⽇、電⾞に乗っていた時に中吊り広告の一⽂がマエカワ⻘年の目に 

飛び込んできました。 

 
 

「あなたも５００⼈の前で話せるようになります」    

それはある有名な話し⽅教室の広告でした。 

 
 

私は広告を⾒てとっさに思いました。 

 

「えっ！５００⼈の前で話せるってことはもしかしたら自分の対⼈恐怖症    

とか治っちゃうんじゃないの？    

そうだよ、きっと。だって数⼈のまえで自⼰紹介するのでも声が    

震えちゃうんだから、５００⼈の前で話せれば絶対に治るはずだ。    

いや、待てよ。でも本当にオレが５００⼈の前で話せるだろうか？    

入会して恥かいたりしないかな？そしたら、お⾦をドブに捨てること    

になるかもしれないぞ。」    

    
    

そんな超期待感と超不安感の気持ちが⼊り混じりながら私の中で⼊会を 

決断するまでに数⽇間の葛藤が続きました。 
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「教室に⾏けば対⼈恐怖症が治るかもしれない。だけど他の⽣徒さんは    

 凄いできる⼈達かもしれない。そうしたら結局恥かいて尻込みして    

 逆効果かもしれないぞ。でもこれはチャンスなのかもしれないし、    

 これで⾏かなかったら⽣涯対⼈恐怖症のままかもしれないぞ。    

ここで⾏かないのは男としてどうなんだ？    

でもこれ以上嫌な思いもしたくないし⼀体どうすりゃいいんだ」    

 
 
 

そんな悶々とした⽇が続きました。しかしこのまま悩んでいても対⼈恐怖症 

は一向に治らないと思い勇気を振り絞って話し⽅教室の受付に話を聞きに 

⾏くことにしました。 

 
 

教室が⼊っているビルに到着したものの、ビルの前で⾏ったり来たり 

しながら私は、どういう質問をしようか？受付の⼈が⼥性だったらどうしよう 

とか最後の迷いが吹っ切れるのを待って深呼吸を繰り返しウロウロして 

いました。 

 

いよいよ意を決して教室のドアを開けました。 
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受付は、やはり⼥性でした。私は心を落ち着かせて、とにかく⽤意した質問を

一つ一つ投げかけ、受付の⼥性は丁寧に答えてくれました。 

 

私「本当に僕でも５００⼈の前で話せるようになりますか？」    

受付嬢「はい、それができるだけのカリキュラムをご用意していますよ」    

私「僕は、対⼈恐怖症なんですがここに入れば治りますかね？」    

受付嬢「それは保証はしかねますが、あがり症の⽅々も改善されていった事例

もございますよ」    

私「えー、本当ですかー？あがり症が治るんですかー？赤面症とか手の震えも    

あるんですよ。そんな僕でも大丈夫ですかね？」    

受付嬢「あ〜、はい〜。それが治るとは申しあげられないんですが、きっと    

    話が上達されて自信がつけばきっとよくなっていくと思いますよ。」    

私「そうですかー。僕の対⼈恐怖症は治るかもしれないんですねー？」    

受付嬢「いやいや、ですから治るとは申しあげられないんですよ。でも    

    よくなる可能性もあるということです。」    

私「そうですかー。いやあ、希望が湧いてきたなあー」    

受付嬢「・・・・・・・・・」    
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その後も畳み掛けるようにマニアックな質問を繰り返す私に、受付嬢は 

かなり引き気味（笑）でしたが、それでも誠実に応えてくれた姿をみて 

安心した私は「この教室にかけてみよう」と思い⼊会を決めたのでした。 

 
 

一度⼊会してしまったら、私の中には不安ももちろんありましたが、 

自分が５００⼈の前で堂々と話せている妄想がどんどん膨らんでいき、 

「ああ、これで対⼈恐怖症も治り、自分はどんどんよくなるぞー」    

というまったくお気楽な発想が湧いてくるのでした。 

 
 
 

初級の教室には私を含め生徒さんが約５０⼈でした。 

⼊ってみて知らされたのですが、そこから３ヶ月後に５００⼈の観衆のいる 

会場でスピーチ大会があるんですがそこに出場できるのは全国から選抜され

た一部の⼈だけ。 

 

そして私の教室からはたった一⼈しか出れないことがわかったんです。 

つまり最優秀者のみということです。 
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私は、５００⼈の前で話せるっていうからここに⼊ったわけで、それができな

いなら高い⾦払った意味ないよと思っていました。５００⼈の前で話して 

対⼈恐怖症を治すために藁にもすがる思いで⼊ったので私はどんなことが 

あっても絶対に舞台に上がるんだと心に決めました。 

 
 

そこから私の挑戦ははじまりました。 

 
 

 

 

話し⽅教室での最初の授業の内容は、全員の前で一⼈づつ自己紹介をすると 

いう授業でした。 

 
 

自己紹介のやり⽅を教わり「それでは誰からやりますか？」と先生から 

全員に投げかけられました。 

 
 

私は反射的に手を挙げていました。「はい！」    
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自分でもなぜ？手を挙げたのか？わかりませんでした。おそらくは、 

極度の緊張を避けるために最初にわけも分からずやってしまおうという 

頭が働いたんだと思います。 

 

「わあー、何やってんだ。オレはー。なんで手あげちゃったんだよ。    

 バカじゃないの。どうすんだよ。やべー、緊張してきたよー。」    

 

もう心臓はバクバクで過呼吸になり⼝の中は乾き、頭は真っ白になり汗が噴き

出し足はガクガクでした。前⽅に向かい歩いている時はまるで宙に浮かんでい

るかのように地に足がついていませんでした 

 

「落ち着け、落ち着くんだ。大丈夫だ。大丈夫。ダメもとだ。大丈夫」    

    

私は、教室のホワイトボードの前に⽴つまでの間、誰にも気づかれないように

心の中で必死に自分に言い聞かせました。 

 

まるでそれは死刑執⾏の舞台に足を運ぶ⼈のような気分と天下分け目の 

戦いを仕掛ける武将のような気分の両⽅があったような気がします。 

このまま死刑囚として死んでしまうことも選べるが武将として自ら 

活路を⾒出すこともできるという選択肢が私に突きつけられたような 

シーンでした。 
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そして、マエカワ⻘年は、みんなの前に⽴ったときに大きく息を吸いゆっくり

吐いてから腹をくくりました。 

 
 

「オレは、こんなところでは死なない。どうせ死ぬなら最後にやるだけやって    

 死んでやる。どうせ、恥をかくなら思いっきりやってやろう」    

私は、武将モードに⼊りました。 

 
 

「皆さんこんにちはー！私の名前は前川雅博です！〜〜〜〜〜〜〜〜〜」    

 
 

私は、出せる限りの声を腹から出し、となりの教室に聞こえるくらいの 

迫⼒で自己紹介しました。およそ１分足らずの時間を勢いで駆け抜けました。 

その間のことは、ほとんど覚えていないくらい本当は頭が真っ白でした。 

 
 

そして私を⽪切りに５０⼈すべてが終わりました。 

 
 

そして休憩時間になったとたん、クラス中の⼈たちが私を取り囲みました。 

私は、放心状態の中でいったい何が起こっているのか最初わかりません 

でした。 
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Ａさん「前川さん、すごいですねー！」    

BBBB さん「前川さんの姿を⾒て私もやれましたよー」    

Ｃさん「随分、話し慣れているんですねー」    

Ｄさん「勇気が出ましたよー」    

Ｅさん「自分もヨッシャーやるぞーと思いましたよー」    

    

などみんな⼝々に私を絶賛するのでした。 

 
 

私は、なんのこっちゃ？と思いながらも「ああ、そうですかー」と 

実は身体中の筋⼒に⼒が⼊らないくらいなのを隠すのがやっとでした。 

 
 

しかし冷静になってくると 

 

「あんなヘボイ自分だったのにスゴイ風に⾒えちゃうもんなのかな？    

だってあの時もう緊張のＭＡＸでこっちは必死だったのになあ。    

もしかしてここに来てる⼈のレベルって、オレより低いのかな？    

っていうかこの教室では、このオレが優等⽣だったりして？」    
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いろいろな思いが頭を駆け巡りながら単純な脳を持ち合わせていた私の脳裏

にある言葉が浮かびました。 

 

「オレって、もしかしてイケちゃうんじゃない？」    

というなんともいえない希望が⾒えてきたのでした。 

 
 

そしてその後、話し⽅教室の授業を何度か繰り返していた頃、私はある事実に

気づきはじめていました。 

 
 

それは 

「他⼈は自分が思っているほど私が緊張していることがわからないんだ」    

ということでした。 

 
 

それがわかってからは、私は少しばかり緊張していても不安な気持ちはだんだ

んなくなっていきました。 

 
 

「どうせ、緊張しているのはバレてないんだ。むしろ皆には話慣れているって    

⾒えてるんだ。だったら話慣れているオレってことでこのまま⾏っちゃおう」    

    
    

Copyright©2017 maekawa. All Rights Reserved 



そんな感じでセルイメージに変化が起こっていったのでした。 

そして⼈前でスピーチすることが少しづつ楽しみになってきていました。 

というより⼩学生時代にお楽しみ会でクラス全員を笑いの渦に巻き込んで 

いた自分の姿が甦ってきてむしろ話の内容や話し⽅が独自の個性が出てきて 

いつしか教室のみんなが 

 

「毎回、マエカワさんの話がすごく楽しみ」とか    

「今日もすごくいい話でしたね」    

    

と言ってもらえるようになり、セルフイメージの向上と⽐例して現実に変化が 

起こっていったのでした。 

 
 

それから約３ヶ月が過ぎました。 

 
 
 

その頃には、私は⼈前で話すことになんの抵抗も感じないくらい落ち着いて 

話せるようになっていました。 

 
 

そしてついにその⽇が来ました。教室からたった一⼈の選抜者を選ぶ⽇です。 

この⽇一⼈一⼈がスピーチをして全員で投票をして一⼈代表が選ばれます。 
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私はこれに選ばれなかったらここに⼊った意味がないと思っていたので、 

まさに宮本武蔵の如く敗れたら死ぬくらいの気持ちで挑みました。 

選抜の⽇までの間、毎⽇近くの多摩川の⼟手に⾏って練習していました。 

ここでは⼈通りが少ないのでかなり大きな声で練習できるのでした。 

 
 

毎⽇夕⽅に仕事が終わってから数時間練習して真っ暗になる頃に帰宅する 

毎⽇でした。 

 
 

あまりやりすぎると当⽇声がでなくなってしまうので声が枯れ始めたら 

切り上げては家できちんとウガイをして、のど飴を舐めたりしながら 

また練習の⽇々でした。 

 

 

そしていよいよ当⽇・・・・・・・その結果は・・・・・・ 

 
 

全員のスピーチが終了しました。 

 
 

さあ、ここから投票がはじまります。一応約束事で必ず自分以外に投票しなけ

ればならないので０票ということもあります。 
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開票が始まりました。 

読み上げる係の⼈が票に書かれた名前を読み上げていきます。 

ドキドキしながら私は集中して聞いていました。 

 

前川さん。前川さん。前川さん。○○さん。前川さん。○○さん。前川さん。 

○○さん。前川さん。・・・・・・・・・・・ 

 
 

最後の票が読み上げられたと同時に私が選ばれたことが確定しました。 

私は、みんなの手前心の中で「ヨッシャー」とガッツポーズを決めて 

本当は飛び上がりたい気持ちをグッとこらえて平然を装いました。 

 
 

みんなが私の周りに集まって祝福して応援してくれました。 

それは「自分たちの代表があなたなのよ」と言って私にこの教室の実⼒を 

５００⼈の前で⾒せつけてやってくれと言っているかのような感じでした。 

 
 

私は、みんなのその期待を一心に背負ってフツフツと闘志が湧き上がってくる

のを感じていました。 
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すでにその頃には、私は誰の前でも自己紹介もできるし、数⼗⼈の前で 

堂々と話ができる⼈へと進化していて、自分が対⼈恐怖症だったことすら 

忘れはじめていたのでした。 

 
 

そして話し⽅教室で培った自信からか、店に訪れる私を悩ませた彼⼥や彼⼥の

同僚たちに対してもまったく緊張しなくなったわけではないものの以前より

は普通に接することができるようになっていました。 

 
 

そしてそこから大会までの２週間、講師の先生との特訓が始まりました。 

大会では全国から猛者が集まり約１０⼈で優勝を競います。 

 
 

先生は、言いました。 

「前川君ね、スピーチの内容をちょっと変えた⽅が審査員の⼼証はいいと    

思うわよ。」    

 
 

実は観客である５００⼈というのはこれから教室で学ぶ新⼊生たちが 

ほとんどなので話し⽅教室側としてはスピーチをする代表者たちに教室に 

きてよかったことを話の中に織りまぜなさいという趣旨があったんです。 
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マエカワ⻘年は、教室に恩義は感じていましたが、無理やり宣伝ぽい内容を 

話すことが自分に嘘をいっているようで嫌だったので、あえて宣伝を⼊れない 

スピーチで勝負しようと思ったのでした。 

 
 

先生は、私のその⽅針に納得してくれて一緒に練習に付き合ってくれました。 

声の出し⽅、話の構成の調整、言葉の抑揚の付け⽅、表情について、いろいろ 

細かい指導をつけてくれました。 

 
 

そしていよいよ大会当⽇がやってきました。 

マエカワ⻘年は、舞台にあがり他の選抜者達と並んで椅子に座り、 

スポットライトの元で自分の順番が来るのを待ちました。 

 
 

私の順番は、ちょうど真ん中の６番目でした。 

 
 

さすがに心臓はバクバクでしたが舞い上がることはなく、意識的に 

深呼吸を繰り返し自分を少しでも落ち着かせようと心がけました。 

そして今⽇のここまでの軌跡を振り返りながら自分自身を信じると 

自分に言い聞かせました。 
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そして心の中で 

「オレは、大丈夫。ここまでやってきたことの全⼒を出せばいいんだ。    

オレは、この緊張に打ち勝つ」    

と腹をくくっていきました。    

 

はっきり言って他の⼈がどんなスピーチをしていたか？なんて何も覚えて 

いません。まるでボクサーがリングに上がる前、恐怖で逃げ出したくなる 

ような緊張感を私も感じていました。しかしかつて対⼈恐怖症で舞い上がって

いた時のようなストレス的な緊張感ではなく、龍が天に舞い上がる前のじっと

その時を待っているかのような緊張感でした。 

 
 

私の順番がやってきました。武者震いをしながら私は心の中でつぶやきました。 

 

「これができたらオレの対⼈恐怖症は完治したようなもんだ。全⼒でいくぞ！」    

 

私はゆっくりと舞台の中央に歩いていきライトの向こうに座っている観客 

全体をゆっくりと⾒渡しました。 

 

そしてその全員に向かって押し寄せるような大波の如く深く大きい声で 

全⼒で声を発しました。 
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「皆さん、こんにちはー！」    

    
    

それが生まれて始めて数百⼈規模の私の初講演でした。 

 
 

話し始めたら私の緊張はどこかに吹っ飛んでしまい、何とも言えない 

気持ちのいい瞬間でした。会場の⼈達の顔も冷静に⾒ることができました。 

 
 

あっと言う間の時間でした。大拍手を浴びてスピーチは大成功でした。 

たった数分のスピーチでしたが、すべてをやり終えた私は大満足でした。 

 
 
 

そして結果は・・・・・・・・・優勝は逃しました。 

 
 
 

しかしその後の懇親会で驚くべき光景を私は目にしたのでした。 

 
 

居酒屋の私の席の前に数⼗⼈の⻑蛇の列ができてしまったのです。 

一⼈一⼈が私に握手を求めてきたのです。 
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Ａさん「私は、前川さんの話が⼀番グッときましたよ」    

Ｂさん「いやあ、絶対優勝は君だったよー」    

Ｃさん「これからの目標とさせてください」    

Ｄさん「ぜひ友達になってください」    

Ｅさん「ファンになっちゃいました。サインしてください」    

    
    

皆さんから祝福を浴びて予想もしなかった光景を体験し私は心底嬉しかった

です。まるで芸能⼈にでもなったかのような気分に陥り握手をするたびに 

この⼈気が未来永劫続くんじゃないかと調子に乗りはじめていました（笑） 

 
 

私は、懇親会では本当にリラックスして充実感に満たされていました。 

 
 

皆さんからの絶賛の声を聞きながら、まさか対⼈恐怖症で悩んでいた自分に 

こんな未来が待っていたとはまったく予想もつかなかったなあとつくづく 

⼈生ってわかんないものだなあと思いました。 

 
 

優勝は逃したものの自分が妥協せずに自分の本音に忠実な気持ちでスピーチ

を決⾏していたから起こった私にとっての奇跡でした。 
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そして後々私は思いました。当時は、目を潰そうと思うほど悩み、 

あれほど毎⽇重苦しい気持ちで対⼈恐怖症だったときは生活していたのに、 

あんなに⼈前で話すことも怖かったのに、勇気を出して話し⽅教室にいき 

自分自身と向き合ったことで治ったどころか、５００⼈の前で堂々と話せる 

ようにもなり、皆から握手を求められるほどになっていった。 

 
 

今思うともし対⼈恐怖症になっていなかったらこの展開はなかっただろう 

なと思います。 

あんな広い講演会場の大舞台でスピーチする体験もなかったでしょう。 

そして自分の才能がここに眠っていたことを私の劣等感が導いてくれたん    

ではないか？と感じたものでした。 
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〜社会⼈時代〜    

仕事の劣等感が才能を開花させる    
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話し⽅教室では、その後中級コースにも進みそこでもマエカワは代表に 

選ばれ再度５００⼈の観衆の前で話す体験を積むことができました。 

 

すっかり自信をつけたマエカワ⻘年は、その後友⼈の結婚式や会合などでも 

度々⼈前で話す機会が増え、すっかりその頃にはどんな会場も湧かせられる 

くらいに「しゃべりのパフォーマンス」の才能は開花していきました。 

 
 

そして数年、飲⾷業界で働いていた私には、以前から気になっていた仕事が 

ありました。 

それはビルの外側をブランコで降りるガラス清掃の仕事でした。 

その頃は怖いもの無しのイケイケになってた私は、もっと⽇常にスリルを味わ

いたいと思っており、ビルにぶら下がるあの仕事はきっとスリリングなものに

違いないと思い、この単純な動機で掃除業界に足を踏み⼊れることになりまし

た。 

 

その後、掃除業界に参⼊してから数年間で何社かを渡り歩き掃除の仕事にも 

自信をつけていた頃でした。 

 

すっかり対⼈恐怖症がみる影もなくなっていた私は、⼥性とも嘘のように話せ

るようになっていて２７歳の時に社会⼈マエカワは、晴れて結婚をしました。 
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そして、それは結婚してちょうど１年たった頃でした。 

 
 

ある事がきっかけで私は借⾦を抱えてしまいました。 

 
 

それまで得ていた給料では毎月の⽀払いがままならなくなり、やむなく 

私は転職せざるをえない状況になりました。 

転職先は、同じく掃除の会社でしたが、そこは私の父親が役員を務める 

会社でした。 

 
 

当時掃除に関してはそれなりにブイブイいわしていた私でしたが、 

まあ、今考えると単なる井の中の蛙であり、話も上手いし、仕事もできると 

思い込み天狗状態になっていた感があります。 

案の定、その天狗の鼻はまもなくへし折られることになるのでした。 

 
 

その転職先の会社では私のできる技術はほんの一部にすぎず私はまさに 

自分が業界内では素⼈同然だったと思い知らされることになりました。 
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そして役員の息子ということである種の偏⾒で⾒られ、お⾦は高給でしたが 

きわめて居心地の悪い職場であり、先輩達の実⼒を⾒て途⽅もない 

仕事の差を⾒せつけられ、あらためて仕事能⼒における劣等感に 

苛まれる⽇々が始まったのでした。 

 
 

例えば、風呂掃除にしても私がやっと１つのユニットバスを終えてみると 

先輩は５つくらいは平気で終わらせており、挙句に私の⽅は手直しだらけ、 

ワンルームの部屋の掃除を先輩は楽々１⽇２部屋終わらせるが私は 

ワンルーム１部屋終わらせるのに朝から夜中の１２時までかかったりと 

大⼈と幼稚園児ほどの差を毎⽇⾒せつけられ私はすっかり自信を失うことに 

なりました。 

 
 

「オレの今までやってきた掃除の仕事なんてここでは⼦供のママゴト    

だったんだ。今までの数年間はなんだったんだろう。    

しかしとんでもないところに入っちゃったなあ。    

この先自分はついていけるのだろうか？」    

    

まさにその職場は、軍隊でいうと米軍のグリーンベレーみたいなところで普通

の実⼒では相手にもされない掃除業界の特殊部隊みたいなところでした。     
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私は来る⽇も来る⽇も、仕事にいくのが嫌で嫌で仕⽅がありませんでした。 

それは仕事がうまくできない自分を⾒るのが嫌だったし、先輩から毎⽇怒鳴ら

れ「トロいんだよ。ボケが」と言われるのがすごく情けなかったし、 

かといって親父の手前、そんなことで辞めるわけにもいかないし、 

借⾦もあるしでとにかくこの地獄に耐えるしかありませんでした。 

夜もぐっすり眠れず仕事の夢を⾒てうなされることもありました。 

毎朝起きるたびに吐き気がするような気分でした。 

仕事に向かう足取りは重く一⽇が終わるのが⻑くて⻑くて本当にしんどい

⽇々が続きました。 

 
 

「あー、⾏きたくない。先輩に会いたくない。なんでこんなところ    

入っちゃったんだろう。何とか早く辞めれないかなあ。」    

 

毎朝布団の中でこんなことばかり考えていた私の顔は⼈生に疲れた 

ダメ⼈間のように虚ろになっていました。 

 
 

ほんと毎⽇誰かしらに怒鳴られ、バカにされ、ダメな奴と認定される 

⽇々は地獄そのものでした。それなのに思うように仕事がうまくできない 

自分にほとほと嫌気もさしていました。 
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「やはりオレには、そうじの仕事は向いていないのかな？    

なんでみんなと同じようにうまくできないんだろう？」    

    

そんな疑いを持って⽇々を過ごしていました。 

 
 

そんなある⽇、自分より年下の先輩と一緒に仕事をしていて散々侮辱された 

時がありました。私のプライドはズタズタにされ怒りの導⽕線に⽕がつきま 

した。 

 
 

先輩「マエカワさんさあ、能⼒が無いことはしょうがないけどさ、    

   イモ虫じゃないんだからさ、もっと早く仕事やってくれない。    

   普通だったらぶん殴ってるとこだよ。なんだったらイモ虫に    

   代わりにやってもらおうかね？ハハハハハ」    

    
 

私は、もう怒りの限界に達しブチ切れそうになりましたが、⻭を⾷いしばり 

くっそーと思いつつもグッとこらえてブチ切れずに逆に気持ちの上で 

開き直ってしまったのです。 
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「そもそも何でオレがこんな奴にへいこらしなきゃなんないんだよ。    

仕事がうまくできないだけで仕事をいい加減にやっているわけじゃない。    

オレは、こいつらに好かれるためじゃなくてそもそも仕事をして大⾦を    

稼ぎたいからやっているんだから、もう⾦輪際まわりの奴に何と⾔われても    

関係ねえよ。オレは、仕事を真剣にやるのがオレのやるべきことだ」    

 
 

そう腹をくくってからその後の私の意識はまったくの別⼈のようになり、 

不思議なことに嫌な先輩の言葉も他⼈の目も気にならなくなっていったの 

です。そして一心に仕事に打ち込む毎⽇がはじまりました。 

 
 

先輩に怒鳴られても注意されても 

 

私「おー、今注意されたことは仕事の上達に大事だな」とか 

先輩に仕事中に「バカ野郎―」と言われても    

私「まあ、気にしない。気にしない。⾔うほどオレ⾺⿅じゃないんでね。    

余計なことにはとらわれない、さあ、仕事だ、仕事」    

    

とネガティブな情報は自動スルーして心の中で冷静に対処できる自分に 

なっていきました。 
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私は、仕事を着実にこなしていくことに意識を集中したことで劣等意識は 

自然に薄れていき、みるみる仕事も上達してそれから１年が経ちました。 

 
 

その会社は、職⼈の会社なので実⼒のある⼈、より多くの仕事をやった⼈が 

多くの給料をもらえる歩合制みたいな制度でした。 

 
 

⼊社して１年経った頃、気が付くと私は数⼗⼈いる職⼈の中で常にトップ３に

⼊る実⼒になっており、現場でも職⻑としてトップを任されるようになってい

ました。１年前には想像もできない現実になっていました。 

 
 

そして驚くべきことに、今まで私をバカにしていた先輩達も私に一目置く 

ばかりでなく仕事の進め⽅を聞いてくるという逆転現象が起こってきました。 

 
 

その頃の私の⽉収は、時に１００万円を超えることもしばしばあるくらいに 

なっていました。 

 
 

毎朝、仕事が嫌で嫌で仕⽅なかった私もこの頃には、この職場も悪くない 

なあというような余裕が出てきていました。 
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この当時も仕事が上手くいかない劣等感に苦しんだことで逆に開き直ること

ができ仕事に邁進することができたと後になって思いました。    

 
 

そして借⾦という災いのようなものがあったことで、この会社に転職すること

になり、先輩から怒鳴られバカにされ続けたことで逆に開き直って仕事に集中

し、そのおかげで月収は１００万円を超え、掃除に関しては不動の知識と経験

を積みそうじ屋としての実⼒は相当なものになっていったのでした。 

 
 

ここでも劣等感は私にとって単なるネガティブ要因ではなく、転じて    

花咲かせると⼈⽣の宝となる魔法の種のようでした。 

 

 

その会社で売上げトップを⾛り続けた後、今度は数年後に親父と一緒に退職し 

二⼈で独⽴して会社を⽴ち上げました。 

 
 

それが現在のそうじ道場の前身にあたる会社です。 

 
 

当初は、親父が社⻑だったのですが３年で体調をくずし引退し、結果 

創業して３年たったときに私が社⻑となりました。 
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今度は、ここから私の経営者としての劣等感との戦いがはじまりました。 

 

当時３０代前半だった私は、会社の改革に乗り出しました。 

 
 

すると当然古くからの重鎮の幹部は変化を好まず安定を求めて抵抗します。 

案の定、私が社⻑に就任して半年後には役員総辞職で１年後にはそれまで 

いた社員の８割が退職していきました。 

 
 

その間、自分自身の手腕のなさ、器の⼩ささ、⼈望のなさ、など本当に 

またまた思い知らされました。 

 
 

「結局、親⽗の元に⼈が集まっていたってことなんだ。オレが社⻑になった    

ってそれは役職がそうなったってことで誰もオレを社⻑として信頼してた    

わけではなかったんだ。やっぱオレ社⻑なんて向いてないんだよ。きっと」    

 
 

役員が辞めた時も内蔵が締め付けられるようなストレスを抱え、毎⽇仕事中に 

他の会社に⼈員応援要請の電話をしながら作業をしたり、社員が次々に辞めて 

いった時も、悲しいを通り越して社⻑としての威厳のない自分が情けない 

気持ちでいっぱいでした。 
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その当時の危機は、仕事はたくさんあるけれど⼈手があまりにも不足している

といったことでした。外部の協⼒業者に手伝ってもらってもクレームが続出 

したりして会社は信⽤を落としていき、私はその後始末も含めて寝る間もない

ストレスの⽇々がしばらく続きました。 

 

 

そして当時、親父の時代を知らない新しく⼊れた社員を教育し新たな体制を 

なんとか構築することでクレームを減らし会社の信⽤を回復していきました。 

しかし平穏な⽇々はそう⻑くは続きませんでした。 

その後数年してやはり次の改革の時が来ました。 

私の心の中には何か業務に対し自分自身のポリシーに反して社⻑業をやって

いる自分があり、今までは気持ちに蓋をしていたところがある事件をきっかけ

に現実世界に吹き出していきました。 

 
 

私が自分の心に蓋をしていたもの。それはお客様でした。 

それまではいわゆる建築関係の会社から仕事をいただいていました。 

はっきり言って彼らからしてみると自分たちの言うことにイエスという 

掃除屋であれば誰でもいい、代わりはいくらでもいる、というのが彼らの本音

でした。 
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私は、心の中で 

「私たちだからこそやってほしいと願うお客様のために仕事をしたい」    

という本音がずっとありました。    

 
 

しかし怖かったのです。今の顧客と縁が切れたら社員を路頭に迷わすこと 

になると。 

 
 

しかしその時はやってきました。ある事件が起こったのです。 

 
 

ある現場で建築のお客様からちょっと危険な仕事の依頼がありました。 

それは先⽅が経費をかけたくないのでうちに危険を承知でやってほしい 

という内容でした。しかも掃除ではない職種の仕事でした。 

 
 

内容は、ビルに足場をかけて配管を切断し撤去するという作業を足場をかけず

経費削減で、うちにロープでブランコに乗ってやってほしいというものでした。 

 
 

それができるのは私だけだったので私がやるということで一旦引受ました。 

但しちょっとでも危険だと思ったら途中でやめますよ。という約束でした。 
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そして当⽇私が作業している時に事件は起こりました。 

 
 

やはり無理だったんです。本来足場をかけて時間をかけてやるべきことを 

簡略化しようとしたために、私がブランコに乗ってビルにぶら下がり作業して

いる頭上からビルの配管が上から私めがけて落下してきてしまったんです。 

 
 

およそ百キロ以上の重さのものでした。とっさの判断で私は急いでロープで下

降して⾏きビルの２階の店のテントの骨組みの下まで降りました。 

その５秒後私の頭の数⼗センチ上の骨組みに落下した配管が激突し隣の 

ビルまで被害を及ぼしながら周囲を破壊しました。 

 

 

私は、ビルの前の路上にへたりこみながら命からがら必死に安全なところに 

避難しました。 

もしもそのテントの骨組みがなければ配管は私に直撃し、間違いなく即死して

いたと思います。 

 
 

私は、破壊されたビルの一部と落下してグシャグシャになった配管を⾒ながら 

しばらく呆然としていました。そしてやっと我に返り思いました。 
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「ふざけんなよ。だから⾔ったんだよ、危険だって。こっちは死ぬところ    

 だったじゃねえかよ。」    

    
    

私は怒りを抑えながらも急いで担当者に連絡をしました。 

 
 

「今、実はこんな事件が起こって、私もあやうく死ぬところでしたよ。    

これは危険すぎるのでちゃんと専門業者さんにやってもらってください。」    

    
 

担当者「えー、前川さん、何とかさあ、残りちょこちょこっとやれないかなあ」 

 

それを聞いて私は思いました。 

「この⼈は、職⼈の命とか安全より経費削減が大事だったんだ。    

まったく私達を価値ある仲間と⾒ていないんだな。    

こんな⼈のためにこれ以上私の命も社員の命もかけるわけにはいかない。    

本当に私たちの価値をわかってくれるお客様のために仕事をしよう」 

 
 

そして次なる改革、それはお客様の総⼊れ替えでした。 
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この時点で一旦社員を全員独⽴させて業界の横のつながりでうまくやれる 

ように体制をつくり、うちの会社は事実上私がゼロから新しい流れをつくると

決めました。 

 
 

私は、本当に気持ちの通ったお付き合いをお客様とするために今までの主な 

取引先の建築業者向けの掃除の受注をやめて、一般のお客様を相手にした 

在宅ハウスクリーニング業に移⾏すると決めたのです。 

 
 

しかし世の中そんなに甘いもんではなく、しばらくは経営的にほんと厳しい 

⽇々が続きました。 

 
 

妻と二⼈で自前でつくったチラシを近所の地域に毎晩配りにいきました。 

 

毎晩仕事が終わって夕⾷を済ませると２⼈で町内を歩き続けポスティング 

を繰り返しました。 

しかし、まいた割には受注は思うように⾏かず、だいたい１万枚まいて 

１件注⽂がくるペースでした。 

 
 

あとは自前でホームページをつくるもそうそう受注には繋がりませんでした。 
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私は、心の中で焦りが出てきました。 

「このままでは、妻⼀⼈⾷わして⾏くこともできなくなる。    

ああ、なんで自分はいつもこうなんだろう？経営って我慢して顧客と    

 付き合っていかなきゃならないのかなあ？    

自分は、やっぱり経営者に向いてないんじゃないのかなあ？」    

 
 

そんな経営者としての劣等意識が頭をもたげてくると同時に 

その当時、私には⻑年のそうじ⼈⽣の中で培っていた哲学がありました。 

 
 

それは「そうじと⾔葉を融合した実践は⼈の⼈格形成にとても役⽴つ。    

そうじと⾔葉によって創られた磁場はその波⻑と同質のものを引き寄せる」    

といったものです。 

 
 

そんなある⽇、私が⼒なくボソッと言った言葉を妻が聞いていました。 

 

「あ〜あ、もうちょっと何とかしてお客様が増えないものかなあ〜」    

    
    

それを聞いた妻も何とかして夫の役に⽴てないものか考えてくれていたの 

でした。 

Copyright©2017 maekawa. All Rights Reserved 



そんなある⽇、妻がテレビを観ていました。そこではある経営者が 

インタビューに応えていたそうです。 

それを観て妻は「あー、これだー！」と閃きました。 

 
 

「うちもテレビに出て注目されればいっきにお客様が増えて売上げが    

あがっちゃうはずだー！」    

    

きわめて簡単明瞭そのとおりのことです。 

 
 

しかし、それはそう簡単なものではありません。 

 
 

しかし妻はこう思ったのです。 

「うちの旦那が⾔っているそうじと⾔葉の磁場ができればテレビの出演    

なんて簡単に引き寄せちゃうでしょ」    

    
    

そして妻は一⼈で実践を始めました。毎⽇毎⽇来る⽇も来る⽇も我が家と 

オフィスをそうじ機をかけながら「テレビよ、来い！テレビよ、来い！」と。 

私は、そんな妻の苦労も知らずダメ社⻑ぶりを発揮しながら何とか生き延びて 

いました。 
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妻は、テレビに出演できることを何の疑いもなく確信していたのでした。 

 

私は、妻がそんなことを実践していることはこれっぽっちも気づかずに 

毎⽇焦りの気持ちと会社の改革なんてやんなきゃよかったんじゃないかと 

いう自分への疑いと自己嫌悪に陥っていました。 

 
 

妻が実践を始めてから３ヶ月たったある⽇の午前中、私は売上げの心配を抱え

ながら明⽇への希望を失いそうになりながらも個⼈経営のクリニックの床を

うつむきながら⼒なくモップがけしている時に妻から電話がありました。 

 

私「もしもし、ちょっと今、手離せないんだけど」    

妻「フフフ、テレビの出演依頼が来たよ」「○○テレビの⼈気番組だよ」    

私「え？何のこと？」 

妻「私が毎日、テレビに出れるようにそうじで磁場を作ったから出演の依頼が    

  来たんだよ」    

私「えー！なにそれ？マジで？本当にそれテレビ局だった？なんか怪しい    

ところじゃないの？」    

妻「本物に決まってるでしょ。折り返し先⽅に電話してね。絶対モノにしてよ」    

私「うほー、マジかー。こんなことあるんだ。すげー。でかしたー」    
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私は妻との電話を切ってから担当者とどう話そうか必死に考えました。 

頭はフル回転。とにかくこの話をまとめなければもう我が社に先は 

ないと思って慎重に言葉を考えてから先⽅に電話しました。 

 

 

その後テレビ制作の担当者と打ち合わせにこぎつけ、持ち前の調子の良さで 

意気投合し、数週間後の撮影ということで無事出演が決まりました。 

「オレって、もってるわー」と内心思わずにはいられませんでした（笑） 

 
 

まさに私の理論通りに妻が実践したそうじと⾔葉の磁場が引き寄せた奇跡 

でした。 

 
 

実はこの時まさしく我社は倒産寸前の危機であったわけでしたが、 

私はこのテレビ出演という滅多にないチャンスをどんなことがあっても 

活かしきろうと心に誓いました。 
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ちょうど私はこの時期、またまた劣等感に負けそうになっていました。 

それは経営者として自分は適していなかったのではないだろうか？とか 

仕事にこめる思いとかより儲けを考えないとそもそもいけないよなとか、 

他の社⻑とくらべて経営者としての劣等意識は⽇に⽇につのっていって 

いました。しかし同時にこの苦境をいかにチャンスに転じるかが男としての 

勝負どころでもありました。 

 
 

テレビの収録が数週間後になった時、私は心を新たにし今までの自分の会社 

すべてに感謝をしようと思い、会社と⾞、地域のそうじを始めました。 

 
 

倉庫の中の道具、機材、倉庫そのもの、⾞もエンジンルームの中やネジ一本に 

至るまでやりました。地域にも今までそこまで感謝していなかったと思い 

心をこめて掃きそうじをしゴミ拾いをしていきました。 

 
 

そしてテレビ収録は無事に終わり、さらに私は放映までの２週間くらいの間も

感謝のそうじを深めていきました。 
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そして放映前⽇、地域の中心にあった神社をそうじして終わった時、空を 

⾒上げました。 

 
 

私は、感謝のそうじをやりながら毎⽇いろいろな想いが駆け巡っていました。 

 
 

「道具たちに対して当たり前のように使ってきたけど、道具たちが頑張って    

くれて私たちは仕事になっていたよなあ。ほんとゴメンな。今まで汚く放置

していて。⾞だってそうだよな。君がいてくれてはじめて現場にいけるん    

だよな。本当ありがとうな。」    

 

それだけではありません。 

「会社の電話もそう。机もそう。椅⼦もそう。掃除機だってモップだって    

みんながいてくれたからオレはやってこれたんだ。今までごめんな。    

オレはおろそかにしていたよ。    

今までうちにいてくれた社員のみんなもありがとう。辞めてった役員の    

⼈たちもありがとう。親⽗ありがとう。妻よ、ありがとう」    

    

そんな総決算のそうじが終わりました。 
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その時には、すでに私の中に経営者としての劣等感など消えていて 

すべてをやった誇りと万物への感謝で完全に満たされていました。 

 
 

実は、その時点で会社の資産はほぼ底をつくくらいだったにも関わらず 

私は宇宙の富を所有しているくらい満たされていました。(笑) 

 
 

そして翌⽇、午前中に番組がはじまりました。 

 

妻と二⼈でテレビの前で観ていました。 

 

画面に私が映りました。するとありがたいことに⾞に貼ってあった電話番号の 

書いたステッカーがテレビ画面に３回どアップになったのです。 

 
 

その瞬間です。「プルルルルルン、プルルルルルン」電話が鳴りました。 

注⽂の電話でした。一⼈の⽅の注⽂を終え受話器を置くとすぐに 

「プルルルルルン、プルルルルルン」の繰り返しです。 

 

「えー、なんだこれ、受話器を置いたらすぐかかってくるよー。    

 ちょ、ちょっと待ってよ。映画のシーンじゃないんだからさ。    

 これ夢じゃないよなー？うっひょー！」    
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私は、心が高揚し飛び上がりたい気持ちを抑えながらもその後およそ４時間半 

電話の前から動けないほど問い合わせが続きました。次々と注⽂が⼊って 

きました。私は対応でヘロヘロになりながらこの現実とは思えない不思議な時

間にしばし酔いしれながらも隣でニコニコ笑って共に喜んでくれている妻へ

の深い感謝の思いがこみ上げてくるのでした。 

 
 

その⽇、⼀日でおよそ３００万円以上の注⽂が⼊り、その後このたった６分    

の放映を観た⽅々からの注文は実にこのあとの期間で２億円を超えることに

なったのでした。    

 
 

会社はまさにＶ字回復、私自身も社⻑しとしての劣等感を持っていたにも 

関わらず自分自身の本音に則り、やるべきことをやることでさらに目指すべき

道を究めるに至った経験をさせていただきました。 

 
 

その後、そうじ道場の評判を聞いて地⽅から勉強に来る⽅、独⽴を希望して 

修⾏にくる⽅、加盟店にしてほしいと言ってくる⽅、たくさんの⽅にそうじの 

技術と心をお伝えしていくことになりました。 
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また私と縁を持ち講演やセミナーを聞いて、自社にそうじを導⼊している社⻑

さん達も単なるオフィスのそうじではなく、愛情が流れるオフィスづくり、 

お客様との気持ちが循環するための環境づくりを心がけておられると 

思います。 

 
 

私は、そうじは自分自身の⼼の垢や塵を祓い、⼼と環境を浄化し、    

清め、磨き、幸きわうための素晴らしい技術だと思っています。 

 
 

また、そうじとはその対象物を愛する（大事に手入れする）最高の    

手段だと思っています。 

 
 

私は現在は私自身の究めていく道であるそうじを通した啓蒙を 

私の大好きな「しゃべりの道」を使って面白ろおかしく 

そして心にしみ⼊る形で広げていこうと思っています。 

 
 

ここまで私が歩んでこれたのも劣等感との共存共栄だったように 

思います。劣等感があったことでそれを克服したくて意識を 

集中できたり、劣等感があったことで本当の自分の才能にも気づけた。    
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どんなに劣等感を乗り越えてもまた次の劣等感が生まれてくる。だから 

私にとって劣等感は忌み嫌うものではなく⼈⽣に彩りをもうける名脇役    

かもしれません。    

 
 

⼈生には、様々な災いがあるかもしれません。しかし常に災いは転じた 

時にそこに思ってもみなかった福が現れてくるものです。 

 
 

「災いは転じることで福となるのだ」という信念を持ってこれからも 

歩んでいこうと思っています。 

 
 

これからも私は数多くの劣等感を生み出すかもしれません。しかしその度に 

私はそこに希望を⾒出すでしょう。そして新たなる挑戦に目を輝かせること 

になるでしょう。 

 

そして最後は常に 

 

「我が劣等感よ、ありがとう。君のおかげでまた私は新たな冒険を体験    

することができたよ」    

    

と語ることでしょう。 
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だからこそ多くの⼈に言いたいことは、今現在あなたが劣等感を持って悩んで

いたり自分自身に自信が持てなかったとしても、それは心配することはありま

せん。 

 
 

このレポートを読んでもわかるとおり、その心配事は必ず転じて福となすこと

ができるものなのです。 

 

そして、あなたが起業してみたいとか独⽴して会社をつくってみたいという 

ならそれだって前向きな気持ちと諦めない心を持ち続ければ必ず道は開けて 

いくものです。 

 

 

私は、そんな皆さんをこれからも応援し、⽀援してともに成⻑していきたいと 

思っています。 

 

 

ぜひ、心と現実の両⽅で自由を実現し、この世界を謳歌してまいりましょう。

どこかで皆さんに実際にお目にかかれることを楽しみにしております！！ 

 
 

最後まで読んでいただいて、ありがとうございました！！ 

前川雅博 
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